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 Information～お知らせ～
 　・チャレンジキッズフェスタ
 　・全日本珠算競技大会など

 まちの話題
 　・ホームステイ団来藤
 　・THE学など

 長寿おめでとうございます

 地区別座談会

夏をおいしくいただきます！～「THE 学」流しそうめん体験～
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市
民
と
市
長
の
意
見
交
換

市
民
と
市
長
の
意
見
交
換

　

市
で
は
７
月
14
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で
、
各
地
区
８
会
場
に
お
い
て
市
民
と

市
長
の
直
接
対
話
を
目
的
と
し
た
地
区
別
座
談
会
を
開
催
し
、
４
７
３
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
地
区
別
座
談
会
は「
藤
岡
市
の
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に

そ
の
課
題
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
、
ま
た「
第
５
次
藤
岡
市
総
合
計
画
」

に
つ
い
て
説
明
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
で
は
、
参
加
者

の
皆
さ
ん
か
ら
活
発
な
意
見
や
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
と
応
答

Ｑ
藤
岡
市
の
認
知
症
、
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
対

策
に
つ
い
て

Ａ
認
知
症
対
策
の
総
合
支
援
事
業
を
平

成
30
年
度
ま
で
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
認
知
症
専
門
医
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
、

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
の
た
め
の
相
談

業
務
や
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど

と
の
連
携
支
援
を
行
う
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
の
配
置
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し

い
知
識
と
理
解
を
深
め
地
域
や
職
場
で
認

知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
手
助
け
す
る「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
養
成
と
活
動
支
援

高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他

世
界
文
化
遺
産　
　
　

「
高
山
社
跡
」に
つ
い
て

な
ど
で
す
。

　

徘
徊
高
齢
者
対
策
と
し
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
人
工
衛
星
に
よ
る
全
地
球
測
位
シ
ス
テ

ム
）機
器
を
購
入
す
る
際
に
、
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

地区別座談会

期　　日 会　　場 参加者
７月14日㈭ 小野公民館 61人
７月20日㈬ 美九里公民館 47人
７月21日㈭ 平井公民館 40人
７月25日㈪ 鬼石公民館 54人
７月29日㈮ 美土里公民館 49人
８月１日㈪ 神流公民館 60人
８月２日㈫ 日野公民館 28人
８月５日㈮ 藤岡公民館 134人

合　　計 473人

Ｑ
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
に
つ
い
て

Ａ
藤
岡
市
は
介
護
保
険
料
が
県
平
均
と

比
べ
て
３
０
０
０
円
〜
５
０
０
０
円
程
安

い
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
各

地
域
で
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
な
ど
の

介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
て
い
る
効
果
が

出
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
参
加
者

の
約
８
割
は
女
性
で
す
。
筋
力
の
向
上
だ

け
で
な
く
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

形
成
に
も
役
立
っ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、

男
性
に
も
気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
男

性
の
み
を
対
象
に
し
た「
男
の
運
動
教
室
」

の
開
催
や
、
日
中
に
参
加
で
き
な
い
人
向

け
の「
夜
の
筋
ト
レ
教
室
」を
試
験
的
に
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

地区別座談会

筋力トレーニング教室　筋力トレーニング教室　

Ｑ
在
宅
介
護
支
援
に
つ
い
て

Ａ

施
設
か
ら
在
宅
へ
と
い
う
方
針
で
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」と
い
う
制
度

を
実
施
し
、
高
齢
者
世
帯
や
要
介
護
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

体
制
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
生
活

支
援
体
制
整
備
事
業
で
す
。
区
長
会
や
民

生
委
員
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

警
察
な
ど
を
委
員
と
し
て
地
区
ご
と（
公

民
館
単
位
）に
協
議
体
を
設
置
し
、
そ
の

地
域
の
高
齢
者
の
困
り
ご
と
や
要
望
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

Ｑ
「
高
山
社
跡
」の
活
用
に
つ
い
て

Ａ
来
場
者
数
は
、
世
界
遺
産
登
録
直
後

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
も
う
一

度
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
情
報
館
の
設
置
や
昔
の
姿
に
復

元
す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

建
物
を
整
備
す
る
だ
け
で
は
再
来
者
を
増

や
す
こ
と
に
は
つ
な
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
建

物
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
教
育

や
事
業
の
内
容
を
見
て
、
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に
子
ど
も
た
ち
に
高

山
社
跡
に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
小
中
学
校
で
は
高
山
社
に
つ
い
て
学

ぶ「
高
山
社
学
」を
全
校
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

加
え
て
、
高
山
社
跡
を
ま
ち
づ
く
り
や

観
光
客
の
市
内
回
遊
に
結
び
付
け
ら
れ
な

い
か
検
討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
空
き
家
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

Ａ
「
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」に
よ
り
、
市
が
空
き
家
を
強
制

的
に
撤
去
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
建
物
だ
け
で
な
く
土
地
や

周
辺
農
地
の
管
理
問
題
な
ど
、
あ
く
ま
で

所
有
者
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
根

本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
今
後
も
引
き
続
き
所
有
者
に
対
し
て
適

正
管
理
の
指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
の
策
定
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸

し
た
い
人
の
情
報
を
ま
と
め
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
す
る
も
の
で
、
買
い
た
い
・
借

り
た
い
人
は
指
定
の
不
動
産
事
業
者
を

通
し
て
購
入
・
賃
借
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
使
用
し
て
購
入
・

賃
借
し
た
空
き
家
を
対
象
に
し
た
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
の
実
施
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

座
談
会
で
は
、
本
紙
で
紹
介
し
た
ほ
か
、

　

・
有
害
鳥
獣
対
策

　

・
市
有
施
設
の
運
用

　

・
中
学
生
の
職
場
体
験
学
習

　

・
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
地
区
別
座

談
会
の
概
要
や
質
疑
応
答
の
内
容
は
各
地

区
公
民
館
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

自
治
交
流
課（
☎
40

２
２
１
１
）

地区別
座談会

高山社学で蚕を飼育　高山社学で蚕を飼育　

神流地区の様子
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年
齢
は
９
月
１
日
現
在
で
す

（
掲
載
デ
ー
タ
は
、
８
月
23
日

現
在
で
掲
載
を
承
諾
し
た
97
歳

以
上
の
人
を
生
年
月
日
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
）

問
い
合
わ
せ　

介
護
高
齢
課

（
☎
40
２
８
０
９
）

（
敬
称
略
）

表１）敬老祝金支給の対象・支給額
対　　象 支給額

80歳 （昭和11年４月１日～12年３月31日生まれ）
商品券11,000円

85歳 （昭和６年４月１日～７年３月31日生まれ）
90歳 （大正15年４月１日～昭和２年３月31日生まれ）

現金　20,000円
95歳 （大正10年４月１日～11年３月31日生まれ）
101歳以上 （大正５年３月31日以前に生まれた人） 現金　30,000円

表２）敬老祝金支給の日時・会場
地区 行政区 期　日 時　間 会　場

藤 岡

１～４区

９月21日㈬

午前10時～11時

市民ホール
５～９区 午前11時～正午
10～13区 午後１時～２時
14～16区 午後２時～３時
17～20区 午後２時30分～３時30分

神 流
21～23区

９月23日㈮
午後１時30分～２時30分

神流公民館24～26区 午後２時～３時
27～30区 午後２時30分～３時30分

小 野
31・32区

９月20日㈫
午前９時30分～10時30分

小野公民館33～35区 午前10時～11時
36～40区 午前10時30分～11時30分

美土里
41・42区

９月20日㈫
午後１時30分～２時30分

美土里公民館43～45区 午後２時～３時
46・47区 午後２時30分～３時30分

美九里
48～53区

９月23日㈮
午前９時30分～10時30分

美九里公民館
54～57区 午前10時30分～11時30分
58区 ９月21日㈬ 午後２時30分～３時30分 市民ホール

平 井
59～62区

９月27日㈫
午前９時30分～10時30分

平井公民館
63・64区 午前10時30分～11時30分

日 野 65～70区 ９月27日㈫ 午後２時～３時30分 日野公民館

鬼 石

71～73区

９月26日㈪

午前10時～11時30分 鬼石総合支所
74・75区 午後１時30分～２時30分 平・根際農事集会所

76・77区 午後１時30分～２時30分 三波川第２コミュ
ニティセンター

78～80区 午前10時30分～11時30分 体験学習館ＭＡＧ

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

長
い
間
、
社
会
の
た
め
に
貢
献
し
た
皆
さ
ん
に
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
々
高
齢
化
が
進
み
、
対
象
者

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
敬

老
祝
金
の
対
象
者
の
年
齢
と
支
給

額
を
変
更
し
ま
す
。

対
象
・
支
給
額　

表
１
の
と
お
り

　

※
平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
９

月
１
日
ま
で
、
引
き
続
き
本
市
に

住
民
登
録
し
居
住
し
て
い
た
人
。

対
象
者
に
は
敬
老
祝
金
支
給
通
知

書（
ハ
ガ
キ
）を
送
付
し
ま
す

　

※
満
80
・
85
歳
の
人
に
支
給
さ

れ
る
敬
老
祝
金
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券（
１
万
１
０
０
０
円
分
＝

藤
岡
商
工
会
議
所
・
藤
岡
市
鬼
石

商
工
会
発
行
）で
の
支
給
で
す

日
時
・
会
場　

表
２
の
と
お
り

持
っ
て
く
る
物　

敬
老
祝
金
支
給

通
知
書（
ハ
ガ
キ
）・
印
か
ん

　

※
夫
婦
で
対
象
の
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
別
の
印
か
ん（
ス
タ
ン
プ
印

は
不
可
）を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
代
理
の
人
で
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す

 

支
給
日
時
に
都
合
の
付
か
な
い
人 

期
間　

９
月
29
日
㈭
〜
10
月
７
日

㈮（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）午
前
10

時
〜
午
後
３
時

会
場　

▽
介
護
高
齢
課（
市
福
祉

会
館
２
階
）▽
鬼
石
地
区
の
人
は

鬼
石
総
合
支
所

問
い
合
わ
せ　

介
護
高
齢
課（
☎

40
２
８
０
９
）

《
１
０
４
歳
》

加
藤　

ミ
ヱ 

岡
之
郷

橋
本　

た
の 

鮎　

川

久
郷　

な
つ 

譲　

原

《
１
０
３
歳
》

尾
林　

あ
き 

中
大
塚

川
端　

み
つ 

中
大
塚

《
１
０
２
歳
》

笠
原
ニ
シ
キ 

鬼　

石

飯
塚　
　

馨 

三
波
川

小
鮒　

て
る 

藤　

岡

浅
見　

勝
次 

上
落
合

瀧
澤　

ま
き 

浄
法
寺

若
林　

て
る 

藤　

岡

酒
井　
　

岩 

浄
法
寺

向
井　

い
く 

藤　

岡

岩
﨑　

セ
ン 

本　

郷

小
川　

コ
ト 

鬼　

石

菅
野　

秋
野 

神　

田

《
１
０
１
歳
》

白
岩　

は
る 

中
大
塚

松
元
よ
り

コ 

下
戸
塚

栗
原　

正
次 

中　

島

新
井　

顯
道 

藤　

岡

寺
井
増
五
郎 

上
日
野

《
１
０
０
歳
》

吉
田
か
ず
み 

鬼　

石

西　
　

ア
キ 

上
落
合

髙
橋　

ト
ヨ 

藤　

岡

田
口　

ふ
さ 
　

森　

神
保
な
み
ゑ 
藤　

岡

福
嶌　

ナ
ミ 
浄
法
寺

吉
﨑　
　

富 

下
日
野

小
泉　

サ
ダ 

上
栗
須

茂
木　

だ
い 

　

森　

浅
岡　

わ
か 

鬼　

石

《
99
歳
》

山
後　

松
枝 

三
波
川

髙
𣘺　
　

傳ツ
タ
エ 

矢　

場

神
田　
　

弘 

上
大
塚

貝　

文
子 

緑　

埜

落
合　

重
温 

立　

石

新
井　

み
つ 

下
日
野

中　
ト

し
尾 

藤　

岡

佐
々
木
み
つ
ゑ 

藤　

岡

小
幡　

勝
也 

浄
法
寺

櫻
井
三
枝
子 

西
平
井

石
原　

邦
子 

本
動
堂

《
98
歳
》

⻆
田　

初
雄 

岡
之
郷

長
谷
川
と
よ 

高　

山

原　
タ

み
子 

鬼　

石

佐
川
ヨ
シ
ヱ 

藤　

岡

原　

サ
ダ
エ 

藤　

岡

井
野
口
か
く 

鬼　

石

栁　
　

か
よ 

藤　

岡

根
岸　

タ
キ 

中　

島

堀
越　

と
う 

西
平
井

牛
込
あ
い
子 

藤　

岡

中
里　

紀
美 

　

森　

岡
芹　

テ
ル 

岡
之
郷

今
井
小
枝
子 
藤　

岡

川
端

シ

ず
の 
立
石
新
田

設
樂　

光
枝 
藤　

岡

下
田　

ト
シ 

森
新
田

中
野　

ゑ
い 

中
大
塚

野
辺　

愛
子 

中
大
塚

田
村　

ス
　
　
ギ 

白　

石

飯
島　

ク
ニ 

岡
之
郷

若
林　

キ
ク 

藤　

岡

北
野

シ

づ
子 

川　

除

西
村　

は
つ 

藤　

岡

中
野　

ま
さ 

中
大
塚

野
俣　

き
よ 

藤　

岡

中
江　

た
ま 

　

中　

小
西　

章
夫 

藤　

岡

《
97
歳
》

齋
藤　

か
ず 

上
日
野

井
田　

ナ
ヲ 

中
大
塚

平
田　

ヒ
ロ 

藤　

岡

関
口　

つ
や 

藤　

岡

新
井　

の
ぶ 

岡
之
郷

飯
塚　

き
ク 

上
大
塚

飯
塚　

み
よ 

三
波
川

新
井　

た
ね 

鬼　

石

堀
口
キ
ク
江 

藤　

岡

黒
栁
千
鶴
子 

藤　

岡

下
田
と
き
へ 

下
栗
須

八
木　

知
子 

金　

井

加
藤
と
く
江 

鬼　

石

設
樂　

友
美 

篠　

塚

髙
山　

た
ま 

高　

山

大
谷　

鶴
江 

浄
法
寺

竹
村　

カ
ツ 

藤　

岡

設
樂　

ち
ゑ 

上
栗
須

髙
津　

三
郎 

立　

石

岡
部　

き
み 

藤　

岡

井
上　

さ
だ 

譲　

原

山
本
は
つ
の 

下
戸
塚

小
實　

か
ね 

藤　

岡

奥
村　

君
江 

下
戸
塚

笠
原　

つ
ね 

金　

井

小
柏
ミ
サ
オ 

岡
之
郷

星
野
登
美
枝 

藤　

岡

春
山
喜
久
枝 

三
ツ
木

野
本　
　

勇 

上
戸
塚

武
藤　

鶴
枝 

鬼　

石

折
茂
眞
太
郎 

上
大
塚

上
野　

ス
イ 

藤　

岡

福
本
優
利
子 

岡
之
郷

支
給
日
時
に
都
合
の
付
か
な
い
人

市
指
定
史
跡
の
指
定

　

市
教
育
委
員
会
で
は
７
月
26
日
、

「
神
田
地
区
古
墳
群
」を
市
指
定
史

跡
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

指
定
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

市
内
有
数
の
古
墳
密
集
地
域
で
あ

り
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
三
角
縁
神
獣
鏡

な
ど
を
出
土
し
た
神
田
・
三
本
木

古
墳
群
の
東
側
の
一
角
に
あ
る
17

基
の
古
墳
で
す
。
市
内
の
古
墳
群

が
消
滅
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
古
墳

群
の
景
観
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
文
化
財
保
護
課（
☎

㉓
５
９
９
７
）
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平
成
29
年
４
月
か
ら
市
内
の
保

育
施
設
に
入
園
す
る
児
童
を
募
集

し
ま
す
。

　

※
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

に
移
行
し
て
い
な
い
幼
稚
園
を
希

望
す
る
場
合
は
、
直
接
そ
の
幼
稚

園
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

保
育
施
設　

一
覧
表
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い

入
園
申
し
込
み
が
で
き
る
人　

▽
認
定
こ
ど
も
園（
幼
稚
園
部
分
）

＝
入
園
す
る
時
点
で
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
る
３
〜
５
歳
の
児
童

▽
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園（
保

育
園
部
分
）＝
入
園
す
る
時
点
で

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
集
団

生
活
に
よ
る
保
育
に
支
障
が
な
く
、

保
護
者
の
状
態
が「
保
育
を
必
要

と
す
る
事
由
」の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
家
庭
で
保
育
す
る
人
が
い

な
い
就
学
前
の
児
童

【
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
】　

▽
就
労（
フ
ル
タ
イ
ム
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
、
夜
間
、
居
宅
内
の
労
働

な
ど
、
基
本
的
に
す
べ
て
の
就
労

を
含
む
）

▽
妊
娠
、
出
産

▽
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

▽
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
な
ど
を

し
て
い
る
親
族
の
介
護
、
看
護

▽
災
害
復
旧

▽
求
職
活
動（
起
業
準
備
を
含
む
）

▽
就
学（
職
業
訓
練
校
な
ど
で
の

職
業
訓
練
を
含
む
）

▽
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

▽
育
児
休
業
取
得
中
に
、
既
に
保

育
を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い

て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

▽
そ
の
他
、
前
述
に
類
す
る
状
態

と
し
て
市
が
認
め
る
場
合

受
付
期
間　
10
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪

申
し
込
み　

申
込
書
類（
支
給
認

定
申
請
書
、
保
育
施
設
利
用
申
込

書
な
ど
は
各
保
育
施
設
で
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
付
期

間
内
に
入
園
を
希
望
す
る
保
育
施

設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

※
市
外
の
保
育
施
設
へ
申
し
込

む
場
合
は
、
子
ど
も
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

入
園
の
決
定　

支
給
認
定
証
お
よ

び
入
園
承
諾
書
の
発
送
は
29
年
２

月
の
予
定
で
す

　

※
入
園
承
諾
証
は
保
育
園
入
園

者
の
み
の
発
送
と
な
り
ま
す

保
育
料

▽
４
〜
８
月
分
は
前
年
度
市
民
税

額
で
算
定
し
ま
す

▽
９
〜
３
月
分
は
本
年
度
市
民
税

額
で
算
定
し
ま
す

　

※
保
育
料
決
定
通
知
書
の
発
送

は
29
年
３
月
末
の
予
定
で
す

運営 種類 保育施設名
定員

住所
電話番号

開所時間（延長保育時間含む）
保育受入月齢

平日 土曜日

運営 種類 保育施設名
定員

住所
電話番号

開所時間（延長保育時間含む）
保育受入月齢

平日 土曜日

私　

立
保
育
園

平井保育園
60人

東平井1088
☎㉓3556

午前７時30分～
午後７時

午前７時30分～
午後５時30分 生後４カ月から

吉祥保育園
40人

下大塚675
☎㉒3023 午前７時～午後８時 午前７時～

午後５時30分 生後２カ月から

立石保育園
250人

立石779-1
☎423504 午前７時～午後７時 午前７時～午後５時 生後３カ月から

つくしんぼ保育園
110人

篠塚35
☎㉓4157 午前７時～午後７時 午前７時～午後５時 生後２カ月から

直心保育園
60人

上落合848
☎㉓3346 午前７時～午後７時30分 生後３カ月から

白石保育園
60人

白石759-6
☎㉒1896 午前７時～午後７時 産休明けから

御園保育園
50人

浄法寺1147-1
☎525855 午前７時～午後７時 午前７時

～午後６時30分 産休明けから

公　

立

小野保育園
60人

森578-1
☎㉒2788 午前７時30分～午後６時30分 生後８カ月から

おにし保育園
60人

三波川67-1
☎526670 午前７時30分～午後６時30分 生後４カ月から

私　

立

認
定
こ
ど
も
園  

幼
保
連
携
型

藤岡幼稚園
105人

藤岡845
☎㉒0678 午前７時～午後７時 午前８時～午後７時 生後３カ月から

くまの幼稚園
120人

上戸塚354-3
☎㉓5533 午前７時30分～午後６時30分 満１歳から

ふじおか中央こども園
195人

藤岡1618-1
☎㉕8090

午前７時
～午後７時30分 午前７時～午後６時 生後３カ月から

ナースリープレスクール
165人

藤岡1403-2
☎㉒3891 午前７時～午後７時30分 生後３カ月から

あかねこども園
135人

上大塚1593-1
☎㉓9060 午前７時～午後７時 生後２カ月から

のぞみ幼稚園
120人

藤岡1805-3
☎㉒0760 午前７時30分～午後６時30分 満３歳から

鬼石幼稚園
60人

鬼石31-4
☎522763 午前７時～午後６時 満３歳から

　※上記施設名や定員などは変更になる場合があります

問い合わせ　問い合わせ　各保育施設（電話番号は一覧に記載）・子ども課（☎402385）各保育施設（電話番号は一覧に記載）・子ども課（☎402385）

―平成29年度――平成29年度―

入園児を募集します入園児を募集します
保育施設保育施設（保育園・認定こども園・幼稚園）（保育園・認定こども園・幼稚園）のの

認
定
こ
ど
も
園

幼
稚
園
型

私　

立

保
育
園

明星保育園
90人

藤岡1548
☎㉒5281 午前７時～午後７時 産休明けから

みどり保育園
70人

藤岡845-3
☎㉒0480 午前７時～午後７時 午前７時～午後５時 生後２カ月から

あけぼの保育園
80人

篠塚564-1
☎㉓2167 午前７時～午後７時 午前７時～午後６時 生後３カ月から

中栗須保育園
90人

中栗須697-2
☎㉒0580 午前７時～午後７時 生後３カ月から

神流保育園
120人

岡之郷907
☎421164 午前７時～午後７時 午前７時～午後５時 産休明けから

美九里西保育園
60人

神田1388
☎㉓0187 午前７時～午後７時 午前８時～午後５時 生後３カ月から

ひかり保育園
200人

藤岡2378
☎508855 午前７時～午後７時30分 生後３カ月から

美九里東保育園
60人

本郷2095-4
☎㉓0186 午前７時～午後７時 午前７時

～午後５時30分 生後２カ月から

私　

立

幼
稚
園（　
　
　

 

）

サムエル幼稚園
80人

藤岡260-2
☎㉓6000 午前８時～午後６時 休園（行事日以外） 満３歳から

藤岡開成幼稚園
160人

下栗須959-3
☎㉔0118

午前８時30分
～午後６時 休園（行事日以外） 満３歳から

認
可
外
子どもの国ほいくえん

30人
小林411-1
☎㉒1180

午前７時30分
～午後６時30分

午前８時
～午後４時30分 産休明けから

新
制
度
移
行

し
て
い
な
い

下記施設を希望する場合は直接問い合わせてください
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆
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る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
緩
衝
材
、

カ
ッ
プ
麺
の
容
器
、
油
汚
れ
の
あ

る
ト
レ
イ
は
可
燃
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い

■ 

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
・
ラ
イ
タ
ー

の
正
し
い
出
し
方

　

市
内
で
排
出
さ
れ
た
ご
み
は
清

掃
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
鬼
石
資
源
化

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
可
燃
ご

み
は
焼
却
、
不
燃
ご
み
は
手
選
別

に
よ
り
資
源
化
し
て
い
ま
す
。
資

源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
が
引

き
取
り
、
資
源
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は

小
型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始

し
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て

多
く
の
資
源
ご
み
を
回
収
し
ま
し

た
。

　

昨
年
度
の
資
源
・
有
害
ご
み
の

総
量
は
、１
３
０
万
８
３
０
０
㎏
・

売
却
代
金
２
６
７
８
万
２
０
３
円

で
し
た
。
ま
た
不
燃
ご
み
か
ら
選

別
し
た
資
源
ご
み
総
量
は
21
万
１

８
３
０
㎏
・
売
却
代
金
は
４
０
６

ク
ル
し
て
新
た
な
商
品
や
資
材
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

今
後
も
分
別
収
集
に
対
し
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
食
品
ト
レ
イ
の
分
別
収
集

　

市
で
は
、
食
品
ト
レ
イ
の
分
別

収
集
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
異

物（
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
や
ラ
ッ
プ

類
）を
取
り
除
い
て「
青
い
網
袋
」

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

分
別
す
る
ト
レ
イ
の
種
類　

食
料

品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
▽
白
色
ト

レ
イ
▽
色
付
き
ト
レ
イ
▽
柄
付
き

ト
レ
イ
▽
透
明
ト
レ
イ

　

例
肉
や
魚
な
ど
生
鮮
食
料
品
ト

レ
イ
、
冷
凍
食
品
の
ト
レ
イ
、
菓

子
や
の
り
な
ど
の
仕
切
り
ト
レ
イ

な
ど

　

※
家
電
製
品
な
ど
に
入
っ
て
い

　

卓
上
コ
ン
ロ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

用
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
お
よ
び
ラ

イ
タ
ー
を
ご
み
と
し
て
出
す
と
き

は
、
穴
を
開
け
ず
に
赤
カ
ゴ
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
車
の
火
災

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対

に
不
燃
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
出
す

こ
と
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
事
業
者
の
方
の
ご
み
の
出
し
方

　

商
売
に
よ
り
発
生
す
る
ご
み
は

収
集
所
へ
出
せ
ま
せ
ん
。
直
接
清

掃
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
か
、
市

の
収
集
運
搬
の
許
可
を
受
け
た
業

者
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉓
８
３
０
５
）

回収した資源・有害ごみ量
アルミ缶 65,070kg
スチール缶 82,020kg
白・透明ビン 143,710kg
茶ビン 138,050kg
その他ビン 52,100kg
生きビン 33,420kg
PETボトル 138,080kg
トレイ 7,260kg
古紙類 594,760kg
廃乾電池 20,060kg
廃蛍光管 9,890kg
スプレー缶 17,130kg
PETボトルのふた 4,100kg
ライター 2,640kg
マッチ・花火 10kg

合　計 1,308,300kg

不燃ごみからの資源ごみ量
アルミ類 17,370kg
スチール類 115,570kg
電線 2,150kg
銅 150kg
真鍮 770kg
家電類 1,000kg
小型家電 74,820kg

合　計 211,830kg

施設への持ち込みごみからの資源ごみ量
家電類 4,410kg
プレススチール類 139,180kg
廃鉄 85,240kg
古着 6,100kg
リサイクル提供品 2,850kg
古紙 175,760kg
処理困難物 30,270kg
小型家電 68,050kg

合　計 511,860kg

お
願
い

　８月17日、しののめ信用金庫と市は「地
域経済活性化に向けた包括連携に関する協
定」を締結しました。この締結により地域
経済のさらなる発展と活性化を推進する体
制が整いました。今後も協力してまちづく
りに取り組んでいきます。
問い合わせ　企画課（☎402424）

しののめ信用金庫と地域経済
活性化包括連携協定を締結

　　防災の日は、関東大震災（大正12年９月１日発生）に由来し制定されました。
　災害はいつ起こるか分かりません。いざという時のために日頃から対策を
行いましょう。　　　  　　　　　　　問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）

日頃からの災害対策（震災）

　防災の基本
　防災は、自分の身は自分で守る「自助」が基本
となります。地震などが発生したとき、どのよ
うな行動をとれば身の安全を守れるのかなどを
知っておくことが必要です。危険を減らすため
に自分の家の安全対策を行うとともに、水や食
料などの備えをしましょう。そうすることで家
族や周りを助ける「共助」につながります。

　住宅の危険防止
　現在の耐震基準は昭和56年６月に導入されて
います。それ以前に建てられた住宅は耐震診断
を受け、基準を満たしているか調べて結果に応
じた耐震改修を行いましょう。リフォームや建
て替えを行うことで、大きな地震が起きても長
く安心して住み続けられる環境が確保されます。

　市建築課では木
造住宅の耐震診断
を実施しています。
期間は９月30日㈮
までです。詳しく
は建築課（☎4028
27）へお問い合わ
せください。

　住宅内の危険防止
　家具の転倒や収納物の散乱などは、けがの原
因や避難の妨げとなります。家具は部屋の出入
口や寝所の付近に設置しない、もしくは転倒防
止器具などで壁に固定して安全な空間を確保し
ておきましょう。また窓ガラスが割れ、破片が
飛び散ってしまうと大変危険です。飛散防止フ
ィルムを貼るなどの対策が効果的です。

　災害発生時の行動
■家の中では△

慌てて外へ飛び出さない△

大きな家具から離れる△

座布団などで頭を保護し、丈夫な机の下に隠
　れる

― ９月１日は防災の日 ―

■家の外では△

ブロック塀や電柱、自動販売機など倒れそう
　なものに近づかない△

看板やビル・住宅といった建物のガラスの破
　片が落下することがあるので周囲から離れる

■施設などでは△

係員の指示に従い、慌てて出口・階段などに
　殺到しない△

ガラス製の陳列棚や天井につられているもの
　から離れる

　家族防災会議の開催
　大規模災害時は電話がつながりにくくなりま
す。災害時はどこへ避難すれば良いのか、事前
に集合場所を決めておきましょう。

　避難に備える
　自宅が被災し、生活が困難となった場合は安
全な場所に避難し生活を送ることになります。
避難する際の荷物はすぐに持ち出せるようにあ
らかじめ準備しておきましょう。非常時の持ち
出し品は広報ふじおか８月１日号３ページ「風
水害に備える」を参考にしてください。

避難場所はどこ？

○○小学校だよ。
正門前に集まることにしよう！

ほっとメール・ツイッターで
情報収集をしよう！
■登録はこちらから
→
ふ
じ
お
か

　

ほ
っ
と
メ
ー
ル

→
藤
岡
市
公
式

　

ツ
イ
ッ
タ
ー

　

資
源
ご
み
回
収
実
績
を
報
告
し
ま
す

　
（
平
成
27
年
度
の
資
源
化
率
20
・
84
％
）

万
６
９
３
０
円
で
し
た
。

　

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
清

掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
た
ご
み
か

ら
の
資
源
化
量
は
51
万
１
８
６
０

㎏
。
そ
の
他
に
も
、
資
源
集
団
回

収
事
業
で
の
資
源
化
量
が
１
４
６

９
万
３
１
０
㎏
。
可
燃
物
を
焼
却

し
た
際
に
発
生
す
る
焼
却
灰
の
資

源
化
量
は
２
３
８
万
４
０
６
０
㎏

で
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
ご
み
を
分
別
収

集
し
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
、
焼
却
炉
や
埋
め
立

て
地
の
延
命
、
環
境
負
荷
の
低
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

回
収
し
た
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
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救急蘇生法を知ろう

　

一
次
救
命
処
置

　

突
然
の
心
停
止
や
そ
れ
に
近
い
状
態
に

な
っ
た
人
を
社
会
復
帰
に
導
く
た
め
の
方

法
を
一
次
救
命
処
置
と
い
い
ま
す
。
一
次

救
命
処
置
と
は
、
胸
骨
圧
迫（
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
）や
人
工
呼
吸
に
よ
る
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク
、

気
道
確
保
で
す
。
誰
か
が
倒
れ
る
の
を

目
撃
し
た
、
あ
る
い
は
倒
れ
て
い
る
人
を

発
見
し
た
時
に
は
、
一
次
救
命
処
置
と

１
１
９
番
通
報
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
心

臓
が
止
ま
る
と
数
秒
で
呼
吸
も
止
ま
り
、

　

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド

　

急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
人
を
助
け
る

た
め
に
と
る
最
初
の
行
動
を
フ
ァ
ー
ス
ト

エ
イ
ド
と
い
い
ま
す
。

　

例
え
ば
こ
ん
な
時
に
は
こ
ん
な
フ
ァ
ー

ス
ト
エ
イ
ド
を
…
…

【
熱
中
症
】立
ち
く
ら
み
、
大
量
発
汗
な
ど

軽
い
症
状
だ
け
な
ら
涼
し
い
場
所
へ
移
動

さ
せ
、
水
分
補
給
を
さ
せ
て
体
を
冷
や
し

ま
す
。
頭
痛
や
吐
き
気
、意
識
朦も

う

朧ろ
う

状
態
、

体
温
が
極
端
に
高
い
な
ど
の
症
状
が
あ
る

場
合
は
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

【
出
血
】多
量
の
出
血
は
命
の
危
険
が
あ

り
、で
き
る
だ
け
早
い
止
血
が
必
要
で
す
。

出
血
部
位
を
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
な
ど
で

直
接
圧
迫
し
て
止
血
し
て
く
だ
さ
い
。

【
け
い
れ
ん
】け
い
れ
ん
中
の
け
が
の
予

防
と
気
道
確
保
が
重
要
で
す
。
無
理
に
押

さ
え
つ
け
た
り
、
口
に
物
を
か
ま
せ
た
り

指
を
入
れ
た
り
す
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
す
ぐ
に
お
さ
ま
ら
な
い
け
い
れ
ん
は

１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

【
毒
物
】医
薬
品
、
漂
白
剤
、
化
粧
品
、
乾

燥
剤
、
灯
油
な
ど
は
中
毒
を
引
き
起
こ
す

原
因
と
な
る
物
質
で
す
。
そ
の
初
期
対
応

は
飲
ん
だ
物
質
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

自
分
の
判
断
で
水
や
牛
乳
を
飲
ま
せ
た
り
、

む
や
み
に
吐
か
せ
た
り
せ
ず
１
１
９
番
通

報
し
て
指
示
を
仰
い
で
く
だ
さ
い
。

【
や
け
ど
】水
道
水
を
利
用
し
痛
み
が
和

ら
ぐ
ま
で
10
分
以
上
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

水
泡
は
破
ら
ず
に
保
護
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
】特
定
の
物
質
に

対
す
る
重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
と
い
い
ま
す
。
気
道
が
狭

く
な
っ
て
息
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
血

圧
が
急
に
下
が
っ
た
り
し
て
命
に
関
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は

す
ぐ
に
１
１
９
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

【
捻
挫
、
打
ち
身
、
骨
折
】内
出
血
や
腫
れ

を
軽
く
す
る
た
め
に
冷
却
パ
ッ
ク
・
氷
水

な
ど
で
冷
や
し
ま
す
。
そ
の
際
、
皮
膚
と

の
間
に
薄
い
布
な
ど
を
挟
ん
で
く
だ
さ
い
。

手
足
が
変
形
し
て
い
る
場
合
は
添
え
木
や

三
角
巾
な
ど
を
使
い
固
定
し
、
移
動
す
る

際
の
痛
み
を
和
ら
げ
た
り
さ
ら
な
る
損
傷

を
防
い
だ
り
し
ま
し
ょ
う
。
変
形
を
元
に

戻
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
の
目
的
は
、
人
の

命
を
守
り
、
苦
痛
を
和
ら
げ
、
悪
化
を
防

ぎ
、
回
復
を
促
す
こ
と
で
す
。
救
急
隊
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
や
医
師
に
診
て
も
ら

う
ま
で
の
間
に
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
悪
化
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

注意！高齢者の事故が増えています！

　家の中にも危険は多く潜んでいます。大切
な人や自分を病気・事故から守りましょう。
 １．転倒・転落予防
 ・段差をなくす工夫を。
 ・足元を十分に明るく。
 ・階段、廊下、玄関に滑り止めや手すりを。
 ・整理整頓し、転ぶ原因を取り除きましょう。

 ２．入浴中の事故予防
 ・湯船につかる時間は短めに。
 ・脱衣所と風呂場の温度差が無いように。
 ・時々、家族の方が声を掛けましょう。

 ３．熱中症予防
 ・小まめに水分、塩分を補給。
 ・水分補給には水、お茶だけではなく、スポー
　ツドリンクなども。
 ・自宅での熱中症が増えています。エアコン
　などで適温に。

軽く肩をたたきながら大声で呼び掛ける

１１９番通報・近くの人にＡＥＤを依頼
通信指令の指導に従う

胸骨圧迫を開始
強く・速く・絶え間なく

呼吸を確認

反応なし

呼吸なし

普段どおりの呼吸

電気ショック　
その後胸骨圧迫を再開

胸骨圧迫を再開

様子を見ながら応
援・救急隊を待つ

ＡＥＤ装着

電気ショック
必要あり

電気ショック必要なし

放
置
す
れ
ば
数
分
で
死
に
至
り
ま
す
。
心

臓
が
止
ま
っ
て
い
る
間
に
心
肺
蘇
生
法
で

心
臓
や
脳
に
血
液
を
送
り
続
け
る
こ
と
は
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
心
拍
再
開
の
効
果
を
高
め

る
た
め
と
、
脳
に
後
遺
症
を
残
さ
な
い
た

め
に
も
重
要
で
す
。

　

救
急
隊
を
待
つ
間
、
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
た
人
が
救
命
処
置
を
行
う
と
救
命
の
可

能
性
が
２
倍
程
度
に
な
り
ま
す
。
近
く
に

い
る
人
が
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
で
尊
い

命
が
救
わ
れ
る
の
で
す
。
多
野
藤
岡
広
域

消
防
本
部
で
は
年
に
数
回
救
命
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
広
報
な
ど
で
お
知
ら

せ
す
る
の
で
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

⼀次救命処置の⼿順

普段どおりの呼吸や意識的なしぐさが見られるか、
救急隊に引き継ぐまで続けてください

問
い
合
わ
せ　

多
野
藤
岡
広
域
消
防

本
部
警
防
課（
☎
㉒
２
３
０
６
）・
健

康
づ
く
り
課（
☎
40
２
８
０
８
）

可能であれば人工呼吸

　救急蘇生法とは、容体が急変した人の命を守るために必要な知
識と技術のことです。一般の人が行う救急蘇生法には一次救命処
置と簡単なファーストエイドがあります。大切な家族や友人、そ
ばにいる人の命を守るため、どうしたら良いかを知ってください。

９月９日は「救急の日」９月９日は「救急の日」
　　救急蘇生法を知ろう救急蘇生法を知ろう
～あなたの行動で大切な命が守られる～～あなたの行動で大切な命が守られる～

　　大切な救急医療を守るために
ＳＴＯＰ！コンビニ受診！

◆コンビニ受診とは
　一般的に外来診療をしていない休日や夜
間帯に本来は救急外来を受診する緊急性の
ない患者の受診行動のことです。緊急性の
ない患者が増えることで肝心の重症な患者
の対応や入院患者の急変時の対応が困難に
なったり、翌日以降の診療に支障をきたし
たりするなど医療崩壊につながります。

◆コンビニ受診をやめよう
　それは「体調が悪いのを我慢する」という
ことではありません。体調不良の際に緊急
受診が必要かを判断できることが大切です。
日頃から「市が行う健診などを利用する」「相
談できるかかりつけ医を持つ」などして自
身の健康状態や病気のことを知っておきま
しょう。また小児の場合には緊急相談電話
「＃8000」で緊急受診が必要か相談できる
ので活用してください。

１分間に100～120回のペー
スで。救助者が複数人いる場
合は１～２分で交代する

約１秒かけて吹き込む。
胸骨圧迫30回と人工呼吸２
回を繰り返し行う



　暑い時期に身近な場所で楽しめる「川遊び」で
すが、全国的に水の事故が起こるなど危険がい
っぱい。そんな事故から命を守るために子ども
たちが水辺の楽校でライフジャケットの使い方
を学びました。遊びながら楽しく学ぶことで、
水の事故を防ぐ術を身に付けました。

　休館日の図書館を駆け巡り、６つのミッショ
ンに挑戦する「図書館おもしろ探検隊」が行わ
れました。参加者は配られたマップを頼りに、
自分の生まれた日の新聞や指定された本などを
探します。館内には「次はあっちへ行こう」とい
う楽しそうな声が響いていました。

夏休みは図書館へ突然起こる水の事故日航ジャンボ機墜落事故から31年風化させないために
まれ探検隊の安全対策を学ぶ巣鷹の尾根に鎮魂と安全を願う争の遺品を展示 集川御戦

　戦争の記憶を風化させず次世代に語り継ぐた
め、藤岡歴史館では藤岡市遺族の会会員が所蔵
する戦争遺品の展示を９月11日まで行っていま
す。訪れた人は、解説員から遺品にまつわるエ
ピソードなどを聞きながら感慨深そうに見入っ
ていました。

力を合わせてミッションクリアを目指します。

当時の様子を伝える遺品を前に戦争について考えます。

７７８８
25271114

　生涯学習フェスティバル「THE学」
が総合学習センターや各地区公民館
などで行われました。当日は厳しい
暑さにも関わらず大勢の人が集まり、
イベントを楽しみました。
　拠点となった総合学習センターで
は、「堀越二郎紙飛行機教室」や「初
めてのボクササイズ教室」など約40
もの教室や体験イベントが開催され、
あちこちで楽しそうな笑顔が見られ
ました。
　参加者は「初めて知った」「いい体
験ができた」と学ぶ楽しさに目を輝
かせていました。

地元食材を使ったピザづくり体験。思い思いに仕上げます。 日本の文化を体験するリジャイナ市の子どもたち。一生の思い出に。

４７
ホームステイ団発見がいっぱい
文化交流びの祭典 異学 ８８

　8月2日から11日まで滞在していた
カナダのリジャイナ市からのホーム
ステイ団。ホストファミリーと一緒
に10日間を過ごしました。リジャイ
ナ市とは平成３年から相互交流事業
を行っています。来藤した子どもた
ちは藍染めを行ったり、習字を習っ
たりして日本の文化を体験、交流し
ました。初めは恥ずかしそうにして
いた両市の子どもたちですが、最後
には一緒になって走り回り遊んでい
ました。「次はリジャイナ市にも遊び
に行きたい」と藤岡の子どもたちは
意欲を語ってくれました。

事故を思いながら、慰霊碑「昇魂之碑」に手を合わせました。

　群馬医療福祉大学の学生と小中学生が一緒に
事故犠牲者のための慰霊登山を行いました。静
寂に包まれた林の中に立つ無数の墓標。無情に
も多くの命が奪われた場所で悲惨な事故の記憶
に触れ、「忘れられてはいけないと感じた」とあら
ためて犠牲者への追悼と空の安全を願っていました。

川で実際に遊びながらライフジャケットの感触を確かめます。

写真館

13 12広報ふじおか　平成28年９月１日号藤岡市役所　0274-22-1211(代表)
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

そ
う
！
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
ど
う
ぞ
。

日
時　

９
月
８
日
㈭
〜
30
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
４
時（
９
月
19
日

を
除
く
毎
週
月
曜
日
と
９
月
20
日

㈫
は
休
園
日
で
す
）

　

※
工
房
に
よ
っ
て
特
別
体
験
期

間
が
異
な
り
ま
す

会
場　

土
と
火
の
里
公
園

染
色
工
房

内
容　

ハ
ン
カ
チ
の
藍
染
め

体
験
料　

１
枚
１
２
８
０
円

そ
の
他　

▽
ス
ト
ー
ル
な
ど
も
あ

り
ま
す
▽
プ
レ
ゼ
ン
ト
用
ラ
ッ
ピ

ン
グ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
は
無

料
で
す

陶
芸
工
房

内
容　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
絵
付
け

体
験
料　

１
個
１
０
０
０
円

＝
イ
ー
グ
ル
ア
イ（
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
の
お
守
り
）▽
遊
び
＝
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
・
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
▽

講
演
会
＝
西
山
智
春
さ
ん（
群
馬

医
療
福
祉
大
学
看
護
学
部
教
員
）

▽
ド
リ
ー
ム
ウ
ォ
ー
ル
〜
み
ん
な

の
夢
〜
＝
み
ん
な
の
夢
や
目
標
を

書
い
て
ひ
と
つ
の
大
き
な
作
品
を

作
ろ
う

対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

保
護
者

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

▽
お
む
つ
・
授
乳
コ
ー

ナ
ー
完
備
▽
食
堂
営
業

問
い
合
わ
せ　

ふ
じ
お
か
地
域
・

大
学
連
携
会
議
事
務
局（
自
治
交

流
課
内
☎
40
２
４
２
８
）・
群
馬

医
療
福
祉
大
学
藤
岡
キ
ャ
ン
パ
ス

看
護
学
部（
☎
㉔
２
９
４
１
）

　

介
護
・
福
祉
の
仕
事
の
意
義
、

や
り
が
い
に
つ
い
て
広
く
知
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時　

９
月
17
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時

会
場　

ヤ
マ
ダ
電
機
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｉ
１

高
崎
４
Ｆ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
高

崎
市
栄
町
）

内
容　

映
像
上
映
や
現
場
職
員
・

介
護
福
祉
士
養
成
校
学
生
に
よ
る

そ
の
他　

▽
作
品
は
当
日
持
ち
帰

れ
ま
せ
ん
。
別
途
８
０
０
円
で
郵

送
し
ま
す
▽
体
験
で
き
る
の
は
19

日
㈷
ま
で
で
す

ガ
ラ
ス
工
房

内
容　
と
ん
ぼ
玉
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り

体
験
料　

２
０
０
０
円

そ
の
他　

体
験
で
き
る
の
は
９
月

17
日
㈯
〜
19
日
㈷
で
す

問
い
合
わ
せ　

土
と
火
の
里
公
園

（
☎
㉘
０
３
８
５
）

　

子
ど
も
の
心
の
成
長
に
必
要
な

体
験
の
場
を
大
学
生
が
企
画
し
提

供
し
ま
す
。

日
時　

９
月
22
日
㈷
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分

　

※
雨
天
決
行（
荒
天
中
止
）

会
場　

群
馬
医
療
福
祉
大
学
藤
岡

キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　

▽
体
験
＝
看
護
・
茶
道
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
楽
器
な
ど
▽
工
作

ス
ピ
ー
チ
の
ほ
か
高
齢
者
の
作
品

展
を
行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

そ
の
他　

先
着
３
０
０
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ジ
ョ

リ
エ
や
な
せ
阿
部
さ
ん（
☎
０
２

７
・
３
８
５
・
０
８
８
８
）

日
時　

９
月
18
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分

会
場　

鬼
石
公
民
館

内
容　

施
設
利
用
者
の
手
工
芸
品

販
売
・
ス
テ
ー
ジ
発
表（
祭
ば
や

し
な
ど
）・
模
擬
店
・
あ
そ
び
の

学
校
な
ど

さ
く
ら
祭
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

日
時
・
内
容　

▽
９
月
17
日
㈯
午

前
９
時
〜
正
午
＝
会
場
設
営
な
ど

▽
９
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
＝
会
場
設
営
、
模
擬
店

　

親
子
で
一
緒
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
す
。

終
了
後
に
は
保
健
師
に
よ
る
育
児

相
談
会
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
14
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時

　

※
午
前
９
時
〜
正
午
は「
赤
ち
ゃ

ん
タ
イ
ム
」で
す

販
売
な
ど

　

※
可
能
な
日
時
だ
け
で
も
参
加

で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
さ
く
ら
の

家（
☎
50
３
０
３
５
）

　

ア
ロ
マ
の
芳
香
の
中
で
星
を
眺

め
、
朗
読
や
音
楽
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
12
日
㈬
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

会
場　

み
か
ぼ
み
ら
い
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

対
象　

妊
娠
中
の
人
や
育
児
中
の

母
親
お
よ
び
そ
の
家
族

　

※
子
ど
も
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

定
員　

60
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

託
児　

満
１
歳
以
上（
無
料
、
事

前
に
電
話
か
窓
口
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

２
日
㈮
か
ら
み
か
ぼ
み
ら
い
館（
☎

㉒
５
５
１
１
）へ

　

声
楽
家
・
女
声
合
唱
団
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時　

９
月
25
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
場
、
２
時
開
演

会
場　

み
か
ぼ
み
ら
い
館

出
演　

松
原
眞
介（
声
楽
家
）・

コ
ー
ル
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー（
女
声
合

唱
団
）・
新
み
か
ぼ
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク

入
場
料　

無
料（
未
就
学
児
入
場

可
）

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

藤
岡
公
民
館（
☎

㉒
０
５
３
４
）

　
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

休
館
中
に
受
け
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
の
資
料
は
点
検
終
了
後
の

貸
し
出
し
に
な
り
ま
す
。

期
間　
９
月
26
日
㈪
〜
10
月
３
日
㈪

貸
出
期
間
の
延
長

期
間　

９
月
13
日
㈫
〜
25
日
㈰

　

特
別
整
理
休
館
に
伴
い
、
図
書

10
冊
・
視
聴
覚
資
料（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

Ｃ
Ｄ
な
ど
）２
点
ま
で
を
３
週
間

貸
し
出
し
ま
す
。

図
書
の
返
却

　

休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
、
図

書
館
入
り
口
左
脇
や
各
公
民
館

（
藤
岡
・
日
野
地
区
を
除
く
）に

設
置
し
て
あ
る
返
却
用
ポ
ス
ト
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
ビ
デ
オ
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
は
壊
れ
や
す
い
の

で
、
蔵
書
点
検
が
終
わ
っ
て
か
ら

直
接
図
書
館
へ
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

みかぼみらい館 問 （☎㉒5511）

太鼓エモーション
　日　時　11月13日㈰午後１時開演
　入場料　▷指定席3,000円▷自由席2,000円
　チケット発売　９月11日㈰から

プラネタリウム（通常投影）
　投影日　毎週土・日曜日、祝日
　入場料　大人300円、小・中学生200円
　　　　　（未就学児無料）
　投影番組・時間
　▷名探偵コナン-探偵たちの星月夜-
　　午前11時～・午後３時～
　▷しまじろうとおつきさまのひみつ
　　午後１時30分～

高嶋ちさ子12人のヴァイオリニスト
　日　時　11月23日㈷午後３時開演
　入場料　全席指定5,000円（未就学児入場不可）

吉田山田Special Live～藤岡の日々～
　日　時　11月20日㈰午後６時30分開演
　入場料　全席指定5,000円（未就学児入場不可）

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
の

お
は
な
し
会

生
涯
学
習
公
演
会

み
ら
い
の
丘　

秋
の
音
楽
祭

特
別
整
理
休
館
日

チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

知
っ
て
る
？
介
護
の
仕
事

さ
く
ら
の
家
さ
く
ら
祭

マ
タ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

敬
老
の
日
特
別
体
験

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報問

☎
㉒
１
６
６
９　
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日　

11
月
27
日
㈰

会
場　

前
橋
工
業
高
校
・
高
崎
工

業
高
校
・
関
東
学
園
大
学
・
渋
川

工
業
高
校

種
別　
甲
種
・
乙
種（
１
〜
６
類
）・

丙
種

手
数
料　

▽
甲
種
＝
５
０
０
０
円

▽
乙
種
＝
３
４
０
０
円
▽
丙
種
＝

２
７
０
０
円

準
備
講
習
会

日
時　

10
月
26
日
㈬
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

会
場　

多
野
藤
岡
広
域
消
防
本
部

対
象　

乙
種
第
４
類

参
加
料　

９
０
０
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

５
日
㈬
〜
18
日
㈫（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）に
多
野
藤
岡
広
域

消
防
本
部
予
防
課（
☎
㉒
２
４
６

７
）へ

　

フ
ラ
イ
ス
盤
加
工
の
作
業
段
取

り
か
ら
基
本
操
作
ま
で
を
習
得
す

期
間　

10
月
〜
平
成
29
年
２
月

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー（
料

理
は
藤
岡
公
民
館
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
40
歳

ま
で
の
人（
学
生
不
可
）

講
座
・
定
員
・
費
用
・
時
間

参
加
料　
１
講
座
１
０
０
０
円（
表

の
費
用
と
は
別
に
必
要
で
す
）

そ
の
他　

応
募
者
が
５
人
未
満
の

る
講
習
会
で
す
。

日
時　

11
月
８
日
㈫
・
９
日
㈬
・

15
日
㈫
・
16
日
㈬（
全
４
回
）午

後
５
時
〜
８
時
15
分

会
場　

高
崎
産
業
技
術
専
門
校

対
象　

フ
ラ
イ
ス
盤
加
工
の
基
本

を
身
に
付
け
た
い
人

定
員　
５
人（
先
着
順
）

参
加
料　

９
６
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
・
作

業
服
・
安
全
靴
・
帽
子
・
保
護
め

が
ね

そ
の
他　

応
募
締
切
後
、
定
員
に

空
き
が
あ
る
場
合
は
募
集
期
間
を

延
長
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

18
日
㈫
ま
で
に
高
崎
産
業
技
術
専

門
校（
☎
０
２
７
・
３
２
０
・
２

２
２
１
）へ

　

勤
労
者
を
対
象
と
し
た
、
新
し

い
仲
間
と
の
交
流
を
図
り
な
が
ら

楽
し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

場
合
は
そ
の
講
座
を
中
止
し
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

７
日
㈬
〜
10
月
４
日
㈫
に
直
接
・

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
希
望
講
座
名
を
商
工
観
光
課

（
☎
40
２
３
１
８
㉔
４
４
１
４

メールsyoko2@
city.fujioka.gunm

a.jp

）へ

日
時　

10
月
５
日
〜
平
成
29
年
３

月
15
日
の
水
曜
日（
全
20
回
）午

後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　

岩
﨑
世
津
子
さ
ん（
藤
岡

ハ
ン
グ
ル
愛
好
会
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

ま
た
は
国
際
交
流
協
会
会
員
の
中

学
生
以
上
で
、
ハ
ン
グ
ル
文
字
が

読
め
る
人

定
員　

20
人（
先
着
順
・
最
少
実

施
人
数
10
人
）

参
加
料　

市
国
際
交
流
協
会
▽
会

員
＝
８
０
０
０
円
▽
非
会
員
＝
１

万
円

　

※
テ
キ
ス
ト
代
１
７
２
８
円
別
途

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

23
日
㈮
ま
で
に
市
国
際
交
流
協
会

事
務
局（
自
治
交
流
課
内
☎
40
２

４
２
８
）へ

　

算
聖
関
孝
和
先
生
の
偉
業
を
し

の
び
、
業
績
を
顕
彰
す
る
珠
算
競

技
大
会
で
す
。

日
時　

11
月
３
日
㈷
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

種
目　

団
体
総
合
競
技
、
個
人
総

合
競
技
、
種
目
別
競
技

部
門　

▽
小
学
生
以
下
の
部
▽
中

学
生
の
部
▽
高
校
生
・
一
般
の
部

参
加
料　

１
人
１
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

30
日
㈮
ま
で
に
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
料
と
返
信
用
封
筒（
82
円
切

手
貼
付
）を
添
え
て
〒
375
―
０
０

２
４
藤
岡
市
藤
岡
１
４
８
５
関
孝

和
先
生
顕
彰
全
日
本
珠
算
競
技
大

会
事
務
局（
生
涯
学
習
課
内
☎
㉒

６
８
８
８
）へ

日
時　

９
月
22
日
㈷
午
前
５
時
受

け
付
け
開
始
、
競
技
時
間
６
時
〜

午
後
２
時

会
場　

三
名
湖

競
技
方
法　

ボ
ー
ト
釣
り
ま
た
は

桟
橋
釣
り
の
釣
果
で
順
位
決
定

定
員　

１
５
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　

２
０
０
０
円

申
し
込
み　

９
月
21
日
㈬
ま
で
に

電
話
で
住
所
・
氏
名
を
三
名
湖「
光

月
」（
☎
㉒
２
２
７
８
）へ

問
い
合
わ
せ　

市
観
光
協
会
事
務

局（
商
工
観
光
課
内
☎
40
２
３
１

７
）

日
時　

９
月
17
日
㈯
午
前
８
時
30

分
受
け
付
け
開
始
、
９
時
〜
11
時

（
少
雨
決
行
）

会
場　

中
村
堰
分
水
工（
篠
塚
地

内
）

参
加
料　

無
料

服
装
・
持
っ
て
く
る
物　

ぬ
れ
て

も
よ
い
服
装
と
靴（
素
足
で
は
入

れ
ま
せ
ん
）・
魚
捕
り
用
の
網
・

バ
ケ
ツ
な
ど

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

中
村
堰
土
地
改
良

区
事
務
所（
☎
㉓
３
７
３
２
）

　平成29年３月末で指定期間が満了になる市有
施設について、４月からの運営や管理を行う指定
管理者を募集します。
対象施設　庚申山総合公園・藤岡総合運動公園・
烏川緑地等・毛野国白石丘陵公園等・鬼石地区
公園
指定期間　平成29年４月１日～平成32年３月
31日（３年間）
対象　申請者（グループで申請する場合はグルー
プの構成員）は市内に本社または支店を有する法
人、その他の団体であること
　※個人での応募はできません
募集要項配布　９月13日㈫～21日㈬（土・日
曜日、祝日を除く）午前８時30分～午後５時
15分に市民体育館
申請期間　10月３日㈪・４日㈫午前８時30分
～午後５時15分に持参または郵送
　※持参する場合は予約が必要です。郵送の場
合は書留郵便にて４日午後５時までに必着
現地説明会　９月27日㈫～29日㈭に応募予定
者を対象に現地説明会を行います。説明会に参
加しない場合は応募できません。応募要項配布
時に予約してください
申請・問い合わせ　都市計画課公園管理係（市
民体育館内☎㉓9850）

指定管理者を募集します

へ
ら
鮒
釣
り
競
技
大
会

魚
と
遊
ぼ
う

農
業
用
水
の
生
き
物
調
べ

募
集

市民献血
日時　９月12日㈪
▷午前10時～正午
▷午後１時～３時
　30分
会場　保健センター
献血方法　全血献血
（200㎖・400㎖）

講
座
・
教
室

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

試
験
準
備
講
習
会

関
孝
和
先
生
顕
彰

全
日
本
珠
算
競
技
大
会

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

後
期
若
者
教
養
講
座

国
際
交
流
協
会
韓
国
語
教
室

曜日 講座名 定員
（先着順） 費用 時間 回数

火 ピラティス 20人 無料 午後７時～８時 12回
フラワーアレンジメント 20人 12,000円 午後７時～８時 ８回

水 着付け 15人 無料 午後７時～８時30分 12回
ヨガ 20人 無料 午後７時～８時30分 12回

木 茶道 10人 5,000円 午後７時～９時 12回
エアロビクス 20人 無料 午後７時30分～８時30分 12回

金 初級中国語会話 20人 1,500円 午後７時～８時30分 12回
お手軽イタリアン（料理） 15人 10,000円 午後６時30分～９時 10回
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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

種
目　

男
女
別
▽
ジ
ュ
ニ
ア（
高

校
生
以
下
）の
部
▽
マ
イ
ボ
ー
ル

一
般
の
部
▽
マ
イ
ボ
ー
ル
シ
ニ
ア

の
部
▽
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ル（
一
般
・

シ
ニ
ア
）混
合
の
部

　

※
シ
ニ
ア
は
当
日
50
歳
以
上
の
人

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
お
よ
び
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会

会
員

定
員　

84
人（
先
着
順
）

参
加
料　

▽
一
般
＝
２
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下
＝
１
５
０
０
円

　

※
貸
し
靴
代
込
み

そ
の
他　

マ
イ
ボ
ー
ル
部
門
は
ア

メ
リ
カ
ン
方
式
、
他
は
ヨ
ー
ロ
ピ

ア
ン
方
式
の
３
ゲ
ー
ム

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月

７
日
㈮
ま
で
に
藤
岡
ボ
ウ
ル（
☎

㉔
２
５
７
０
）・
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

　

９
月
は
知
的
障
害
者
福
祉
月
間

で
す
。
知
的
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
深
め
、
福
祉
の
向
上
と
充
実
を

図
る
た
め
、
関
係
者
が
県
内
を
パ

レ
ー
ド
し
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
㈫
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

　

※
藤
岡
市
役
所
へ
の
到
着
時
間

は
午
前
11
時
ご
ろ
の
予
定
で
す

問
い
合
わ
せ　

県
知
的
障
害
者
福

祉
協
会（
☎
０
２
７
・
２
５
５
・

６
５
９
２
）・
県
障
害
政
策
課（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
２
６
３
２
）

　

県
で
は
、
９
月
21
日
の「
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」に
ち
な

み
、
９
月
を「
認
知
症
理
解
促
進

月
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
な

く
、
誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
で
す
。
認
知
症
の
人
と

そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目

指
し
て
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
理
解
促
進
イ
ベ
ン
ト

日
時　

10
月
２
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

会
場　

群
馬
会
館（
前
橋
市
大
手

町
）

内
容　

認
知
症
を
テ
ー
マ
と
し
た

映
画「
毎
日
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」

の
上
映
、
関
口
祐
加（
映
画
監
督
）

の
講
演
な
ど

定
員　

３
６
０
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

23
日
㈮
ま
で
に
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・
参
加
人
数
を
県
庁
介
護

高
齢
課（
〒
371
―
８
５
７
０（
住

所
記
載
不
要
）☎
０
２
７
・
２
２

６
・
２
５
７
６
０
２
７
・
２
２

３
・
６
７
２
５
メールkourei-genki

@
pref.gunm

a.lg.jp

）へ

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
土
地

は
私
た
ち
に
と
っ
て
限
ら
れ
た
貴

重
な
資
源
で
あ
り
、
日
常
生
活
や

経
済
活
動
に
欠
か
せ
な
い
基
盤
で

す
。
土
地
に
つ
い
て
の
関
心
を
高

め
、
理
解
を
深
め
る
た
め
の
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
５
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

会
場　

市
役
所
第
１
会
議
室

内
容　
不
動
産
鑑
定
士
が
、土
地
・

建
物
価
格
や
地
代
、
家
賃
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　
県
地
域
政
策
課（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
６
６
）・

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会（
☎
０
２

７
・
２
４
３
・
３
０
７
７
）・
市

都
市
計
画
課（
☎
40
２
３
３
２
）

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
に
は
、
買
い
主
は
市

町
村
を
経
由
し
て
県
知
事
あ
て
に

届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
必
要
な
面
積　

▽
市
街
化

区
域
内
＝
２
０
０
０
㎡
以
上
▽
市

街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域

内
＝
５
０
０
０
㎡
以
上
▽
都
市
計

画
区
域
外
＝
１
０
０
０
０
㎡
以
上

届
出
期
間　

売
買
契
約
を
締
結
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
14
日
以
内

届
出
先　

市
都
市
計
画
課

問
い
合
わ
せ　
県
地
域
政
策
課（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
６
６
）・

市
都
市
計
画
課（
☎
40
２
３
３
２
）

　

就
職
活
動
や
仕
事
で
の
不
安
・

疑
問
の
解
決
に
つ
な
げ
ま
せ
ん
か
。

期
日　

10
月
18
日
㈫

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

時
間
・
内
容　

①
午
後
１
時
〜
３

時
＝
面
接
の
心
構
え
②
午
後
３
時

〜
４
時
30
分
＝
企
業
と
の
交
流
会

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
代
前
半
ま

で
の
求
職
者

定
員　

①
・
②
各
10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

持
っ
て
く
る
物　
筆
記
具
・
メ
モ
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

７
日
㈬
〜
10
月
12
日
㈬
に
直
接
・

電
話
・
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
商
工
観

光
課（
☎
40
２
３
１
８
メールsyoko2

＠city.fujioka.gunm
a.jp

）へ

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
を
９

月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証

が
届
い
た
ら
、
氏
名
・
住
所
な
ど

の
記
載
内
容
を
確
認
し
、
10
月
１

日
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
、

市
役
所
へ
返
却
す
る
か
、
各
自
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

届
け
出
が
遅
れ
る
と
国
民
健
康

保
険
と
社
会
保
険
の
二
重
加
入
に

な
っ
た
り
、
ど
ち
ら
の
保
険
に
も

未
加
入
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

届
け
出
が
必
要
と
な
っ
た
日
か

ら
14
日
以
内
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

届
け
出
が
必
要

▽
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
＝
市

内
に
転
入
す
る
と
き
・
職
場
の
健

康
保
険
を
離
脱
し
た
と
き
・
扶
養

家
族
で
な
く
な
っ
た
と
き
・
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
と
き
▽
国
民
健
康

保
険
か
ら
離
脱
＝
市
外
に
転
出
す

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
ル
ー
ル
を

守
り
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

屋
外
広
告
物
と
は

　

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続

し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る

も
の
を
い
い
ま
す
。

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

　

市
で
は
屋
外
広
告
物
が
ま
ち
の

景
観
を
損
ね
た
り
交
通
を
妨
げ
た

り
し
な
い
よ
う「
屋
外
広
告
物
条

例
」を
制
定
し
、広
告
物
の
表
示
・

設
置
お
よ
び
表
示
で
き
な
い
区
域

や
物
件
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

屋
外
広
告
物
を
表
示
・
設
置
す

る
際
は
、
事
前
に
市
の
許
可
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で「
屋

外
広
告
物
の
手
引
き
」を
ご
覧
く

る
と
き
・
職
場
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
と
き
・
扶
養
家
族
に
な
っ

た
と
き
・
死
亡
し
た
と
き
▽
そ
の

他
＝
住
所
、
氏
名
、
世
帯
主
が
変

わ
っ
た
と
き
・
保
険
証
を
紛
失
し

た
と
き
・
修
学
の
た
め
に
市
外
に

住
む
と
き

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課（
☎

40
２
８
２
２
）

だ
さ
い
。
ま
た
許
可
基
準
、
個
別

基
準
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課（
☎

40
２
３
３
２
）

　

地
域
や
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
や
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
17
日
㈯
〜
19
日
㈷
午

前
10
時
〜
午
後
５
時

会
場　

藤
岡
ボ
ウ
ル

内
容　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
下

は
１
人
２
ゲ
ー
ム
ま
で
無
料

　

※
保
護
者
同
伴
投
球
に
限
り
ま
す

そ
の
他　

▽
貸
し
靴
代
は
有
料
で

す
▽
保
護
者
の
ゲ
ー
ム
代
は
各
自

で
負
担
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

市
体
育
協
会
ボ
ウ

リ
ン
グ
部（
藤
岡
ボ
ウ
ル
内
☎
㉔

２
５
７
０
）・
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時　
10
月
16
日
㈰
午
前
10
時
開
会

会
場　

藤
岡
ボ
ウ
ル

　合同公売は、本市と高崎市、安中市、藤岡行
政県税事務所との合同で実施します。本市以外
の物件については、各機関に問い合わせてくだ
さい。
入札日時　11月22日㈫午後１時受け付け開始
会場　県高崎合同庁舎

持ってくる物　▷公売保証金▷印かん▷委任状▷
身分証明など
その他　詳細は公売広報、市ホームページで確
認してください。公売は直前で中止する場合が
あります
問い合わせ　納税相談課（☎402831）

所在 内容 面積 最低入札価格 公売保証金

物件１ 上落合 土地４筆 1,667.57㎡ 690万円 69万円

物件２ 下戸塚 土地２筆 571㎡ 210万円 21万円

物件３ 東平井 土地１筆（住宅１棟、
床面積115.5㎡） 803㎡ 345万円 35万円

物件４ 下大塚 土地１筆 485㎡ 35万円 ４万円

物件５ 上大塚 土地１筆 615㎡ 378万円 38万円

物件６ 上大塚 土地１筆 1,019㎡ 100万円 10万円

不動産合同公売のお知らせ

藤岡市の物件

認
知
症
理
解
促
進
月
間

土
地
価
格
無
料
相
談
会

出
張
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

ス
ポ
ー
ツ問

☎
50
８
２
１
３　

お
子
様
ご
招
待
ボ
ウ
リ
ン
グ

市
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証

福
祉
パ
レ
ー
ド

健
康
福
祉

そ
の
他

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
け
出
を

９
月
１
日
〜
10
日
は
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

《広告物の種類》



問い合わせ　生涯学習課
（☎㉒6888）

「
な
ん
と
か
皆
と
交
流
を
持
っ
て
ほ
し

い
」。
毎
日
の
よ
う
に
メ
ン
バ
ー
を
連
れ

出
し
て
は
地
域
の
人
に
会
っ
て
も
ら
っ

た
。「
言
葉
も
わ
か
ら
な
い
し
」と
外
国

人
に
不
慣
れ
な
人
た
ち
に
は
戸
惑
い
も

あ
っ
た
。
根
気
強
く
続
け
た
今
で
は
両

者
は
仲
良
く
な
り
、
帰
国
時
に
は
涙
を

流
し
て
別
れ
を
惜
し
む
。

　
「
自
分
は
何
も
や
っ
て
い
な
い
。
交
流

の
流
れ
を
作
っ
た
だ
け
」と
照
れ
く
さ
そ

う
に
笑
う
。
今
で
は
移
住
者
も
増
え
、

若
い
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
輪
を
広
げ

て
い
る
。「
ま
ち
に
は
自
然
や
人
な
ど
素

材
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
あ
と
は
ど
う
生

か
し
て
い
く
か
だ
け
」。
堀
口
さ
ん
の
挑

戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

人
の
つ
な
が
り
を
つ
く
る

ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た
鬼
石
の
商

店
街
。人
が
お
ら
ず
寂
し
か
っ
た
。

そ
ん
な
ま
ち
な
か
に
活
気
を
取
り
戻
し

た
い
と「
か
ん
な
秋
の
ア
ー
ト
祭
り
」

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
立
ち
上
げ
た
堀
口
昌
宏
さ

ん
。
今
で
は
市
内
外
か
ら
若
い
力
が
集

ま
り
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

何
も
な
い
ま
ち
。
よ
く
言
わ
れ
る
が

果
た
し
て
そ
う
な
の
か
。
ま
ち
で
た
ま

た
ま
外
国
人
を
見
か
け
た
。「
こ
れ

だ
！
」。
ま
ち
に
滞
在
し
て
い
る
ア
ー
ト

レ
ジ
デ
ン
シ
ー
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
。

　

外
国
人
は
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
が
地

域
と
の
交
流
は
な
く
距
離
感
が
あ
っ
た
。

地域おこしの立役者

堀
ほ り ぐ ち

口　昌
ま さ ひ ろ

宏さん（浄法寺）

1939年浄法寺生まれ。ＮＰＯきぬやの会など、地
元団体と手を組み、さまざまな形でまちをよくする
活動に参画。秋のアート祭りを手掛け今年で３年目。

Profi le

シ

welcome to library
図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　藤岡市立図書館☎㉒1669

北の富士流

著者▷村松友視
この男を知らずして大相撲を語るな
かれ。波乱万丈の半生をすべて記す。

家族のゆくえは金しだい

著者▷信田さよ子
「愛と絆」だけでは乗りきれない。リ
アルな事例から打開策を紹介する。

院長の恋

著者▷佐藤愛子
人望ある52歳の病院長が陥った恋の
病。文字が読みやすい大活字本。

信田さよ子

※大活字本とは
　小さな文字が読みにくい人のた
めに、普通の図書より大きい文字
で書かれている本です。

性
は
女
性
を
、
女
性
は
男
性
を

好
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
ん
な
性
に
関
す
る
固
定
概
念
に

よ
っ
て
苦
し
む
人
た
ち
が
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
人
た
ち
は
一
般
的
に「
性
的
少
数

者
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

性
的
少
数
者
と
は

　

性
的
少
数
者
と
は
同
性
を
好
き
に
な

る
人
、
心
と
体
の
性
が
一
致
し
な
い
人

な
ど
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た

ち
を
指
す
言
葉
の
頭
文
字
を
使
っ
て

Ｌエ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

国
内
で
は
７
・
６
％
、
お
よ
そ
13
人

に
１
人
の
割
合
で
性
的
少
数
者
が
存
在

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
ま
す
。
こ
の
数

字
は
皆
さ
ん
の
身
近
に
も
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
知

り
合
い
に
い
る
な
ど
、
自
分
の
身
近
で

知
っ
て
い
る
と
い
う
人
は
少
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

悩
み

　

性
的
少
数
者
は
、
世
間
か
ら「
お
か

し
い
人
、
気
持
ち
悪
い
人
」と
変
な
目

で
見
ら
れ
る
事
を
恐
れ
、
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
で
き
な
い
で
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
な
く
、
知
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
友

人
の
態
度
が
変
わ
り
疎
遠
に
な
っ
た
り
、

職
場
を
追
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
に
な
ら

男

ありのままの自分

な
い
か
と
い
う
不
安
も
抱
え
て
い
ま
す
。

「
誰
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
、
異
常

だ
と
思
わ
れ
る
」と
、
あ
り
の
ま
ま
の

自
分
を
隠
し
周
囲
に
合
わ
せ
ま
す
。
そ

の
結
果「
自
分
な
ん
て
…
…
」と
自
己

否
定
し
て
し
ま
い
、
最
悪
の
ケ
ー
ス
に

は
自
殺
を
考
え
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　

日
本
で
は
い
ま
だ
に
偏
見
や
差
別
が

根
強
く
残
っ
て
お
り
、
孤
独
感
を
抱
え

た
ま
ま
悩
み
苦
し
む
性
的
少
数
者
が
多

い
の
が
現
状
で
す
。

個
々
の
意
識

　

そ
ん
な
中
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を
公
的

に「
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
認
め
る
自
治
体

も
出
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
様
な
姿

を
認
め
る
社
会
へ
の
大
き
な
一
歩
で
す
。

し
か
し
、
公
的
機
関
が
認
め
た
だ
け
で

は
よ
り
良
い
社
会
に
は
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
社
会
全
体
の
理
解
が
広
が
ら
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
偏
見
や
差

別
が
な
く
な
れ
ば
、
本
当
の
自
分
を
隠

し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
人
も
あ
り
の

ま
ま
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
。
そ

れ
は
一
人
ひ
と
り
が
偏
見
に
と
ら
わ
れ

ず
、
個
性
を
認
め
る
社
会
で
す
。
個
々

の
意
識
の
変
化
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
人

が
笑
っ
て
過
ご
せ
る
豊
か
な
社
会
は
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
数
者
だ
か
ら
、

疎
外
さ
れ
る
の
が
怖
く
て
、

自
分
を
抑
え
込
み
、

偽
り
な
が
ら
生
活
す
る
。

個
性
を
認
め
、

あ
り
の
ま
ま
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

性
的
少
数
者
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
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家
を
出
て
２
カ
月
。
す
ぐ
に

会
え
る
距
離
に
は
い
る
の
で

す
が
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
こ

と
を
考
え
る
と
家
族
と
の
連
絡
手
段

が
心
配
で
す
。
早
め
に
家
族
会
議
を

し
な
く
て
は
…
…
。 

（
坂
本
）

し
く
市
指
定
の
史
跡
が
増
え

ま
し
た
。
古
墳
な
ど
歴
史
的

な
も
の
が
多
い
藤
岡
市
は
歴
史
が
古

く
、
豪
族
な
ど
が
多
か
っ
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
私
も
歴
史
が
好
き
な
の

で
あ
ら
た
め
て
藤
岡
の
歴
史
を
お
さ

ら
い
し
て
み
よ
う
か
な
。 

（
上
原
）

し
も
し
亀
よ
〜
♪
の
リ
ズ
ム

が
胸
骨
圧
迫
を
す
る
の
に
は

良
い
速
さ
だ
そ
う
で
す
。
突
然
の
傷

病
者
を
前
に
し
て
も
救
急
蘇
生
法
な

ど
で
き
る
人
で
あ
り
た
い
で
す
が
、

さ
す
が
に
こ
の
歌
は
心
の
中
で
唱
え

る
こ
と
に
し
ま
す
。 

（
黒
澤
）

これは業者が全く関係のない人にラン
ダムにメールを送り、返信があった人

へ不当な請求をするものです。メールに記載
されているＵＲＬにアクセスすると迷惑メー
ルが大量に届いたり、問い合わせた時に個人
情報を引き出されたりする場合もあります。
心当たりのない不審なメールは無視してくだ
さい。不安を感じたらすぐに消費生活センタ
ーにご相談ください。

購入した覚えのない商品の確
認メールが届きました。差出人

は不明で「商品を発送するので住所登
録をお願いします」と書いてあります。
「身に覚えがなければ問い合わせるように」とも記
載されていました。注文した覚えはないので連絡
しようと思いますが大丈夫でしょうか。

　

寄
せ
ら
れ
た
声

寄
せ
ら
れ
た
声

子
が
保
育
園
に
通
い
始
め

ま
し
た
。
親
の
心
配
と
は

裏
腹
に
、
毎
日
楽
し
そ
う
に
通
っ

て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
よ
う
な
、

寂
し
い
よ
う
な
複
雑
な
気
持
ち
で

す
。
子
育
て
は
お
互
い
に
成
長
し

て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
30
代
・
女
性
）

　
　
　
　
　

●

　

日
々
成
長
し
て
い
く
お
子
さ
ん
。

自
分
の
手
か
ら
離
れ
て
い
く
の
は

寂
し
い
で
す
よ
ね
。
そ
の
寂
し
い

気
持
ち
を
こ
ら
え
る
。
ま
さ
に
お

互
い
の
成
長
で
す
ね
。

に
元
気
を
保
つ
た
め
の
秘ひ

訣け
つ

が
母
特
製
の
梅
ジ
ュ
ー

ス
。
か
き
混
ぜ
る
た
び
に「
お
い

し
く
な
ー
れ
」と
唱
え
ま
す
。
疲

れ
が
吹
き
飛
ぶ
お
い
し
さ
で
す
。

（
30
代
・
女
性
）

　
　
　
　
　

●

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
飲
ん
で
い
る

元
気
の
源
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か

ら
も
思
い
出
の
味
を
引
き
継
い
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
。

達
に
藤
岡
の
飲
食
店
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。「
藤
岡

に
は
い
い
お
店
が
け
っ
こ
う
あ
る

ね
」と
言
っ
て
く
れ
、
す
ご
く
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。（
40
代
・
女
性
）

　
　
　
　
　

●

　

藤
岡
の
良
さ
を
広
め
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
魅
力
の
発
信
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

雨
や
地
震
に
備
え
持
ち
出

し
品
の
準
備
を
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
が
参
考
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

で
す
。（
20
代
・
女
性
）

　
　
　
　
　

●

　

日
頃
か
ら
の
備
え
が
い
ざ
と
い

う
時
に
役
立
ち
ま
す
。
避
難
場
所

な
ど
も
、
ご
家
族
で
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

こ
の
ほ
か
16
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
要
約

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　皆さんの声を募集します。本紙への感想、
身の回りであった出来事や日常生活で感じた
ことなどをお寄せください。「まちの声」で紹
介します。
　※個別の回答はしません

応募・問い合わせ　ハガキかメールに住所、
氏名、性別、年齢、電話番号、まちの声を
明記して〒375-8601（住所不要）市役所秘書
課広報広聴係「まちの声」応募係・
hisyo@c i t y . fujioka.gunma.jpへ

お便りをくれた人の中からCoConoaより豆
パン１本を10人にプレゼント。応募締切は９
月15日㈭当日消印有効です。
※当選者の発表は10日前後で、引換券の発送をも
　ってかえさせていただきます

編
集
後
記

編
集
後
記

寿
者
１
０
２
人
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
大
正
８
年
生
ま
れ
の
大
叔

母
は
今
年
で
御
年
97
歳
。
依
然
と
し

て
健
康
そ
の
も
の
。
百
寿
も
夢
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
12
月
生
ま
れ
な

の
で
掲
載
は
来
年
か
ら
。 
（
髙
橋
）

まちの声

お店自慢の
豆パン

息夏

友豪

無添加の食パン生地に
５種類の豆かのこをふん
だんに練り込みました。

長も新実

プレゼント

読者のみなさん
からの声を紹介
します。

石川県羽咋市
は く い

不審なメールに注意！

消費生活の相談は消費生活センター
☎ 兼用⑳1133(来庁相談要予約)
相談時間　平日午前９時～午後４時

　かつて国内では絶滅したと言われたトキ。た
った２羽の中国産トキを介して、現在は300羽
まで増えました。その立役者が通称“トキおじさ
ん”と呼ばれる村本義雄さんです。村本さんは日
本中国朱

ト

鷺
キ

保護協会会長を務め、トキを通じて
日中友好の架け橋を築きました。
　羽咋市の歴史民俗資料館では「トキの写真展」
を開催しました。トキが朝日を浴びて金色に輝
きながら空を舞う姿など、美しい写真が並びます。
「もう一度、日本中の空にトキが羽ばたく姿を広
げたい」。日本の原風景を取り戻すと真剣な表情
で話す村本さん。トキへの愛は誰よりも深く、
写真を見つめる表情は優しいものでした。

トキよ、ふたたび

↑トキの生態を説明する村本義雄さん（左）

“トキおじさん”の写真展

↑55年ほど前、三名湖で行われたモータ
ーボートレース。湖岸を埋め尽くすほど
多くの観客が集まり、レースの始まりを
待ちわびています。選手たちはボートの
点検や着替えなどで準備を行っている様
子が見て取れます。

三名湖ボートレース

　昔懐かしい写真を募集しています。写
真はデータを保存してお返しします。
問い合わせ　秘書課（☎402208）

年代：昭和37年頃
提供：市役所保存

健康志向の方に人気の油・卵・砂糖を使用しない全
粒粉パンも用意しています。地域密着型で地元の人
に愛されるパン屋を目指しています。

プレゼントの提供者を募集しています。
秘書課広報広聴係☎402208までご連絡ください。

藤岡市神田1216-1　☎509077
営業時間／午前10時～午後５時　日、月曜日定休

CAFE＆BAKERY

（売り切れ次第終了）

CoConoa
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■
発
行
／
藤
岡
市
　
〒
375-8601　

　
　
群
馬
県
藤
岡
市
中
栗
須
327番

地
　
☎
0274㉒

1211　
0274㉔

3252
■
編
集
／
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古紙配合率70％再生紙を使用しています。

ち
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場
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民
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第
1138号
平
成
28年

9月
1日
発
行

富
と み た

田　夏
か お

央ちゃん
（３歳・藤岡）

新
あ ら い

井　玲
れ お ん

恩くん
（４歳・東平井）

「ボールすき♥たまごすき♥カニすき
♥食べるのだいすき♥大きくなあれ」

狩
か の う

野　杏
あ ん な

奈ちゃん
（３歳７カ月・藤岡）

「これからも、元気いっぱい！笑顔
いっぱい！かおちゃんでいてね！」

「とっても優しいお姉ちゃん♡元気な
笑顔の杏奈がみんな大好きだよ♡」

 ちびっこ応募 ちびっこ応募

あなたの家のちびっこを広報で紹介しませんか？
■対象　　　市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
■応募方法　任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前・性別・生年月日・子どもへの
　　　　　　メッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
■応募先　　秘書課広報広聴係（☎402208・ hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

　緑豊かな自
然の中を気持
ち良さそうに
走る八高線。
市民の足とし
て活躍します。
電気で走る一
般の電車とは
違い、ディー
ゼルエンジン
で走ります。
線路の上を自
走するため余
分な電線がな
く、周りの景
色と一体とな
っているよう
でした。

◆投稿方法
　みんなに自慢したい、ふるさとの様子など
の写真を募集しています。写真の説明文を添
えて秘書課広報広聴係までお送りください。
　掲載基準など詳細はお問い合わせください。
問い合わせ　秘書課（☎402208）

市民による市民による
写真投稿ギャラリー写真投稿ギャラリー

快走！八高線

　　木村里穂さん（18）藤岡北高校　　斎藤一弥さん（55）藤岡

楽しい水遊び

　ららん藤岡
の噴水や小川
のコーナーは
大勢の子ども
たちの憩いの
場としてにぎ
わっています。
水着を着て遊
ぶ子どももい
れば、水着が
なく、服を脱
ぎすてて噴水
にまっしぐら
に走っていく
子どもたちも
たくさんいて
笑い声が絶え
ません。


